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∑プロジェクト対応｢日立シグマワークステーション2050∑+

∑プロジェクトは,ソフトウェア開発

環境の基盤整備を図ることを目的とし

て開始された官民合同のプロジェクト

である｡このたび,このプロジェクト

を受けて,∑対応ワークステーション｢日

立シグマワークステーション2050∑+(以

下,2050∑と略す｡)を開発した(図1)｡

l.∑プロジェクトの目的

情報化の進行に伴い,ソフトウェア

に対する需要が急速に増大している｡

これに対処するため,∑プロジェクトで

は,ハードウェアに依存しない標準的

な分散形の開発環境の提供,及びそれ

らをネットワークで有機的に結び付け

ることによって,ソフトウェア開発作

〆
図
l

日立シグマワークステーション2050

∑

業の効率化を目指している｡また,ネ

ットワーク上には∑センタが設置され,

技術情報を蓄積し,技術者間での情報

の共有を容易にしている｡

2. ハードウェア

2050∑は,∑プロジェクトに対応した

ワークステーションである｡ハードウ

ェア基本仕様を表1に示す｡

3. ソフトウェア

2050∑に搭載するOSは,ソフトウェ

アの移植性を考慮した∑OS機能仕様に

従っており,UNIX滞)system Vをベー

スとして,日本語処理,マルチウイン

ドウなどの機能を拡張している｡今後,

2050∑には各種分野の∑ツールを搭載す

る予定であl),各方面での利用が期待

される｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

※)UNIX:米国AT&T社の/ヾル研究

所が開発したオペレーティングシス

テムの名称である｡

表暮 ハードウェア基本仕様

項 目 仕 様

CPU 68020(20MHz)

浮動小数点演算機構 688引(20MHz)

キ ャ ッ シ ュ メ モ リ 64kバイト

主記憶メモリ

論 理 空 間

基本4Mバイト,

最大16Mバイト

4Gバイト

内蔵7ア

イル

ハ
ードデ

ィ スク
5.25インチ

88Mバイト×l台

フロッピーディスク
5.25インチ

1Mバイト×l台

表示装置

画 面 サ イ ズ 15インチ

解 像 度
(横)=20×

(縦)780ドット

4′096色中16色

同時表示

RS-232Cインタ

フェース

表 示 色

外部イン

タフェー

ス

シリアルインタフェース

パラレルインタフェース

セントロニクスイン

タフエース

SCSlインタ7ェ

ース

LANインタフェース
tEEE8D2.3

準拠

DDX-P用インタフェース
∨.28(×.21bls)

又は∨.11(×.2り

多機能ファクシミリHF47装置

近年,ファクシミリ市場は,個人商

店や小規模事業所用に単機能機,はん

(汎)用機が普及すると同時に,大中企

業向けに多機能機が普及している｡こ

のような市場環境で多機能ファクシミ

リは,操作は簡単に,機能は多彩に,

画質は鮮明に,などが望まれている｡

これらのニーズに対応するため,漢字

電子電話帳,1チップLSIモデム,画質

向上用LSIを採用したHF47多機能ファ

クシミリシリーズを開発した(図=)｡

!へて

図I HF47装置の外観

1. 主な特長

(1)漢字電子電話帳

100箇所のあて先を漢字で登録,LCD

(液晶ディスプレイ)に呼び出して自動

送信し,同時にあて先を相手先の記録

用紙に漢字で自動記入できるようにし

て,使い勝手を向上させた｡

(2)高画質･鮮明画像

文字は明確に写真は鮮やかに,独自

のスーパーハーフトーンにより,文字

と写真が混在する原稿も,一段と鮮明

に記録できるようにした｡

(3)誤り訂正機能(ECM)

国際規格の誤り訂正方式を採用し,

回線ノイズによって通信中にエラーが

生じても自動的に再送し,エラーのな

い正確な記録画を実現した｡

(4)豊富なラインアップ

標準機にメモリ機能を追加すること

によって,140箇所同報,代行受信など

を可能とする機種を設けた｡この機種

表l主な仕様(標準機)

項 目 仕 様

形 式 HF47

外 観 卓上形

読取りサイズ A3

記録紙サイズ B4

送受兼用機形 式

電 送 時 間 自社9秒,G3:20秒

符号化方式 MH/MR/M2R

走査線密度
主走査:8本(mm)

副走査:15.4本･7.7本･3.85本(mm)

はメモリ量などによって4機種に分け

られ,標準機を含み合計5機種のシリ

ーズ化を行い,ユーザーが使用目的に

よって選択できるようにした｡

2.主な仕様

HF47装置の主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)
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日立分散プロセッサ｢HITAC D-9000シリーズ+

コンピュータシステムのネットワー

ク化は,LANやISDNなどの新通信網

の普及,企業内統合システムの構築,

企業間接続,企業の国際化などによっ

て,その形態の多様化･広域化が急激

である｡これに対応して,ネットワー

クのノードや店舗･支店などの各部門

での分散機用に,OSI機能や新通信綱

支援を強化した小形･高性能分散プロ

セッサ｢HITAC D-9000シリーズ+を

開発した(図1)｡

l.主な特長

(1)最新の超高集積CMOSやLSIなど

図I HITAC D-9000シリーズの外観

腰

によr)従来機D-900Ⅹシリーズに比べ,

÷以下の床面積と÷以下の消費電力で
高性能を実現した｡

(2)基本きょう(筐)体に最大4台の高

性能ディスクを内蔵し,壁付設置など

オフィス設置性の良いワンボックスシ

ステムを実現した｡また,各プロセッ

サ内で,上位モデルへのフィールドア

ップグレードが可能である｡

(3)高集積化,自動運転機能及びRAS

機能の強化により高信頼性を実現し

た｡

(4)分散処理ネットワークに適した

OSIをサポートし,分散機どうしやホス

表l 主な仕様

ト機との間でファイル転送,対等通信

が可能となる｡また,メッセージ蓄積

交換機能もサポートし,ファクシミリ

装置による親展送信や同報通信が可能

な電子メールシステムが構築できる｡

(5)ホスト機から各種運転指示,電源

投入･切断指示が行え,分散機側にシ

ステム運用専任者が不要である｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

機 種 HITACD-9200/ H什AC D-9300/

項 目 18,20,30 10,20,30,48

D-920×=lとした相対性能比 約2～約4 約3～約7.5

主 記 憶
素 子 1MビットDRAM

容 里 最大16Mバイト

最 大 チ ャ ネ ル 数 6

最大ディスク

容 皇

基本きょう(筐)体 260Mバイト 520Mバイト

拡張 き ょ う 体 2′240Mバイト 4′480Mバイト

回 線 数(内蔵磯構) 最大24 最大32

ワークステーション接発売台数

(内蔵機構)
最大31 最大3l

新 通 信 網 サ ポ ー ト トークンリングLAN,】SDNほか

設置床面積(基本きょう体) 0.27m2 0.36m2

サ ポ ー ト O S DPOS

VOS3高速DASDコピーダンプ"DCDP2 E2”

コンピュータシステムの才鼓気ディス

ク内のデータは,極めて重要である｡

このデータを保存するため,耳遠気テー

プにバックアップをとっている｡日立

製作所では,大形コンピュータシステ

ム用に1装置当たり15Gバイトの大容

量ディスクを開発した｡こうした大容

量ディスクのバックアッ7日の作業時間

亡1から亡2間での更新部分

冒頂箪

を飛躍的に短縮するため,VOS3高速

DASDコピーダンプDCDP2 E2を開

発した｡

l.主な特長

(1)バックアップ時間の短縮

磁気ディスクボリュームをバ､ソクア

ップするとき,前回の作業後データが

f3時点の状態に回復

～2から～3間での更新部分

障害
国

ダンプ機能

全ダンプ
テlプ

108

㊤
差分

ダンプ;
テーフ @

差分ダンプ機能

マージ機能

注:時間 £

回復機能

④ 図I DCDP2 E2の機

能概要

更新されたトラックだけにすれば,デ

ータ量は少なく,作業時間が短縮でき

る｡これを差分ダンプと呼ぶ｡DCDP2

E2は,次のハードウェアと連動し,差

分ダンプを実現している｡

(a)H-6581-1ディスク制御装置

(b)H-F6581-50/60高速ダンプ制御

機構

また,DCDP2 E2は,差分ダンプテ

ープと仝ダンプテープのトラックデー

タを1本にまとめ,最新のデータとす

るマージ機能を提供する｡

(2)DCDP2との互換性

差分ダンプとマージ機能のほかは,

既製品DCDP2と互換性がある｡

2.主な機能

DCDP2 E2の機能概要を図1に示

す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)
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日立志望特許

ヒートポンプ式空気調和装置
l.本発明の背景

従来のヒートポンプ式空気調和装置

は,暖房運転時に周期的な除霜運転を

必要としていた｡そのため周期的に冷

風を吹き出し,吹出口付近の人にイこ快

感を与えるという問題点があった｡

日立製作所は,暖房運転時にも室外

熟■交換器に着霜しにく く,除霜運転を

必要としない新しいヒートポンプ式空

圧縮機

四方切換弁

室
内
熱
+
父
換
器

サクションアキュムレータ

減圧装置

レシーバ

室
外
熱
交
換
器

図l ヒートポンプ式空気調和装置のサ

イクル系統図

鮎甘
㌦

室外熱交換器

室外ファン

梁聾
車両屋根

空気

図2 ヒートポン

プ式空気調和装置

の室外熱交換器配

置図

気調和装置を開発してこの問題を解決

した｡

2.新方式の構成と動作

図1に示すように,新方式は暖房運

転時に高温のレシーバと低温のサクシ

ョンアキュムレータが熱交換するよう

な構成にしている｡

この熱交換によって室外熱交換器

(図2)の蒸発温度が上昇して着霜しに

く くなり,実用上除霜運転が不要とな

るのである｡

また,この宅外熱交換器は鉄道車両

の屋根上搭載に適するよう薄形で,防

雨･防雪構造となっている｡

3.特長･効果

(1)除霜運転を必要としないので,暖

房運転時に冷風を吹き出すことがなく,

居イ主者に不快感を与えない｡

(2)薄形で,防雨･防雪構造になって

いるので,鉄道車両の屋根上搭載に適

している｡

4. 提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第106Z464号(特公昭56-2Z66号)

｢ヒートポンプ式空気調和装置+他3件

パルス幅変調インバータの制御装置

l.本発明の背景

ⅤⅤVFインバータ電車の制御を行う

PWM(パルス幅変調)イ ンバータ

(図1)には,その動作周波数′に応じて

変わる理想パルス数がある｡このため,

動作仝j或を複数の周波数帯域に分けて

パルス数の切換えを行っていたが,従

来方式では,電i原電圧が高いときに,

パルス数切換え後の電i充ピークが大き

電 圧
検出器

∨∨VF

インバータ

g5

パルス数

切換器

PWM

制御器

変調率

指令部

J〟P

J必

+J〟

/ざ設定部

十
Jβ

州2

TG

インバータ周波数指令
十

図I VVVFインバータ電車の制御系

線間電圧

波高佳

相電流0

t電流ピーク

:(小)
J′

■■ ､

平均電流

(a)電源電圧が低いとき(従来,本発明)

線間電圧

相電流

均
圧
l
,
-

平電

一

波高値

電)充ピーク

(大)

平均電流

(b)電源電圧が高いとき(従来)

平均電圧

線間電圧

相電流

0

0

電流
ピーク

(小)

ヽ r

波高値

平均電流

(c)電源電圧が高いとき(本発明)

図2 パルス数切換え(9→3パルス)後

の電;充脈動

くなるという問題があった｡

そこで,パルス数切換えの基準値を,

電i原電圧に応じて調整することによっ

て,この間題の解決を図ったのが本発

明である｡

2.本発明の動作原理

図2(a)に示すように,電源電圧が低

いときは,従来方式,本発明ともに変

わりはない｡しかし,電源電圧が高い

ときは同図(b):従来方式と同図(C):本

発明との比較で明らかなように,パル

ス数切換え直後の電i充ピークが小さく

収まり,電壬充脈動及び高調波含有率を

小さくすることができるようになった｡

3.特長･効果

簡単な制御系の工夫で,PWMインバ

ータでの電子充脈動やトルク脈動を軽減

できる｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特公昭62】48476号

｢パルス幅変調インバータの制御装置+

他l件

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また.ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 株式骨杜日五製イE祈 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5削号(新丸ビル)電話(03)z14-3114(直通)特許部特許営業グループ

109



778 日立評論 VO+.70 No.7(1988-7)

巳立志別事許

列車運輸管理装置

1.本発明の背景

鉄道での従来の列車運輸管理システ

ムは,運行管理システムと電力管理シ

ステムとが,別伝送系で各々中央集中

形になっていた｡

そのため,伝送路総延長が長く,両シ

ステム間の結合が必要で,伝送系や中央

計算機の故障によって仝システムのダ

ウンを招きやすく,設備費が高い割には

信頼性が低いという問題点があった｡

伝送路を1個のループ伝送路とする

ことによって,この間題の解決を図っ

たのが本発明である｡

2.本発明の構成と動作

本発明の構成は図1に示すとおりで,

中央処理装置,駅及び変電所制御装置

を1個の閉ループ伝送路で互いに結合

している｡これらの装置は,伝送制御装

置を介して,一方から伝送された情報を

取り込み他方へ転送するとともに,自己

の制御装置の情報を他へ送信する｡

すなわち,変電所制御装置は,伝送

路から得られた他変電所の故障を含む

変電所情報に基づいて給電区間の変更

を行う｡また駅制御装置

は,伝送路を介して得ら

れた変電所情報に基づい

て,列車を出発させる進

路制御を行う｡更に中央

処理装置は,電力管理と

運行管理を兼ねたものと

なっている｡

3.特長･効果

(1)1個のループ伝送路

で足りるので,伝送路全

長を大幅に短縮できる｡

(2ト中央処理装置,駅及

び変電所制御装置のいず

れが故障しても,健全な

装置間で運輸管理でき,

信頼性が高い｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1424894号

(特公昭62-28030号)

｢列車運輸管理装置+

中
央
処
理
装
置

伝
送
路

伝
送
制
御
装
置

伝送制御装置

変電所

制御装置

連動装置

変
電

所

伝送制御装置

変電所

制御装置

連動装置

変
電

所

伝送制御装置

変電所

制御装置

連動装置

変

電

所

回 回 回 回 回 国 匝I

内案 連動

駅制御装置

伝送制御装置

案内 連動

駅制御装置

伝送制御装置

図l 列車運輸管理システム

案内 連動

駅制御装置

伝送制御装置
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